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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 7,542 △13.5 △414 ― △347 ― △466 ―
27年3月期第1四半期 8,720 △19.9 △711 ― △646 ― △334 ―

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 △212百万円 （―％） 27年3月期第1四半期 △239百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 △16.04 ―
27年3月期第1四半期 △11.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 53,504 41,239 77.1
27年3月期 60,141 42,035 69.9
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 41,239百万円 27年3月期 42,035百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） ― ― 20.00 20.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 22,000 1.9 200 19.1 310 24.9 140 108.4 4.82
通期 60,000 3.7 5,600 11.6 5,700 10.6 3,700 △65.4 127.25

X001302
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料３ページ(２)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）２ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 31,685,955 株 27年3月期 31,685,955 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 2,610,274 株 27年3月期 2,608,686 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 29,076,316 株 27年3月期1Q 29,082,147 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、原

油価格下落の影響や各種政策の効果もあって、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、新興国

の経済動向、欧州の債務問題など海外景気の下振れによって、我が国の景気を下押しするリスクが

懸念されました。 

当社グループを取り巻く環境につきましては、平成27年度当初予算では、公共事業関係費につい

て一般会計で前年度当初予算比横這いの状況の中、受注競争の激化など、引き続き厳しい状況とな

りました。 

当社グループは、このような環境の下、中期経営計画『Ｇｒｏｗ ｕｐ ２０１５』の最終年度と

して、「顧客の拡大」を最重点課題とする成長戦略に基づき、各施策の取り組みを行ってまいりま

した。 

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高7,542百万円（前年同四半期比13.5％

減）となりました。また、営業損失414百万円（前年同四半期は営業損失711百万円）、経常損失

347百万円（前年同四半期は経常損失646百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失466百万円

（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失334百万円）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

「アスファルト応用加工製品事業」 

アスファルト応用加工製品事業につきましては、オリジナル製品及び工法の設計・受注活動を

推進するとともに、原材料価格変動への対応を図りました。当第１四半期連結累計期間の売上高

は3,044百万円（前年同四半期比21.5％減）、セグメント利益は284百万円（前年同四半期比1,25

7.7％増）となりました。 

「道路舗装事業」 

道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案及び受注活動に加え、原価管理の強化を

図りました。当第１四半期連結累計期間の売上高は4,427百万円（前年同四半期比7.3％減）、セ

グメント損失352百万円（前年同四半期はセグメント損失363百万円）となりました。 

「その他」 

その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は70百万円（前年同四半期比3.1％

増）、セグメント利益は54百万円（前年同四半期比6.3％増）となりました。 

 

(2)  財政状態に関する説明 

総資産は、前連結会計年度末に比べて6,637百万円減少し、53,504百万円となりました。これは、

受取手形及び売掛金が8,490百万円の減少、現金及び預金が947百万円、建設仮勘定が390百万円、

投資有価証券が488百万円増加したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べて5,841百万円減少し、12,264百万円となりました。これは、

買掛金が3,008百万円、未払金が717百万円、未払法人税等が1,856百万円、賞与引当金が439百万円

減少したことなどによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて795百万円減少し、41,239百万円となりました。これは、

利益剰余金が1,047百万円減少、その他有価証券評価差額金が264百万円増加したことなどによるも

のです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成27年５月

11日発表の数値を変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月

13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計

期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰

余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の

表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第

44-５項（４）及び事業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。 

 

 

 

ニチレキ(株)（5011）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

3



ニチレキ(株)（5011）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

4



ニチレキ(株)（5011）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

5



ニチレキ(株)（5011）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

6



ニチレキ(株)（5011）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

7



(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

前第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3 

アスファルト
応用加工製品

事業 

道路舗装
事業 

計 

売上高    

  外部顧客への売上高 3,875 4,776 8,651 68 8,720 － 8,720

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

1,244 － 1,244 12 1,256 △1,256 －

計 5,119 4,776 9,895 81 9,977 △1,256 8,720

セグメント利益又は損失
（△） 

20 △363 △342 50 △291 △419 △711

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理

事業等であります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額△419百万円にはセグメント間取引消去△19百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△399百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属

しない当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 

 

当第１四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3 

アスファルト
応用加工製品

事業 

道路舗装
事業 

計 

売上高    

  外部顧客への売上高 3,044 4,427 7,471 70 7,542 － 7,542

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

1,138 － 1,138 13 1,151 △1,151 －

計 4,182 4,427 8,610 84 8,694 △1,151 7,542

セグメント利益又は損失
（△） 

284 △352 △67 54 △13 △401 △414

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理

事業等であります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額△401百万円にはセグメント間取引消去△17百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△383百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属

しない当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 
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